
　Ｅｖａ　Ｅｖａ、４歳のオーストリア、４歳のオーストリア
ンシェパードの女の子。牧羊犬ンシェパードの女の子。牧羊犬
で元気に走り回っています。大で元気に走り回っています。大
好きなパパ（旦那）が帰って来好きなパパ（旦那）が帰って来
ると歯茎ムキムキ出し可愛い顔ると歯茎ムキムキ出し可愛い顔
で笑います。葉山　横山さん方で笑います。葉山　横山さん方

●
ペ
ッ
ト
の
写
真
募
集
！

ペ
ッ
ト
の
写
真
募
集
！

掲
載
後
、
そ
の
写
真
を
カ
レ

掲
載
後
、
そ
の
写
真
を
カ
レ

ン
ダ
ー
に
し
て
進
呈
し
ま
す
。

ン
ダ
ー
に
し
て
進
呈
し
ま
す
。

住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
、１
面

住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
、１
面

題
字
下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

題
字
下
住
所
の
鎌
倉
朝
日
へ
。

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂

●
ギ
ャ
ラ
リ
ー
一
翆
堂

４
月
１
〜
７
日

４
月
１
〜
７
日
西
川
勝
展

西
川
勝
展

―
月
の
ま
く
ら

―
月
の
ま
く
ら
、
1010
〜
1414
日
工

藤
泰
代

藤
泰
代a

te
Iie
r b
ula
n

a
te
Iie
r b
ula
n

中

西
和
歌
子
展

西
和
歌
子
展
、
1616
〜
1818
日
春
を
春
を

見
上
げ
ま
し
ょ
う
・
親
子
展

見
上
げ
ま
し
ょ
う
・
親
子
展
、

2020
〜
2727
日
暮
ら
し
の
中
の
鎌
倉

暮
ら
し
の
中
の
鎌
倉

彫
展
木
内
小
夜
子
・
木
内
史
子

彫
展
木
内
小
夜
子
・
木
内
史
子

☎22☎22
37693769

●
金
継
教
室　

４
月
生
募
集

●
金
継
教
室　

４
月
生
募
集

☎
鎌
倉

☎
鎌
倉
2323
・
９
８
８
１　

大
石

・
９
８
８
１　

大
石

●
や
さ
し
い
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ

●
や
さ
し
い
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ノ

１
回
４
千
円
。
葉
山
町
・
大
野

１
回
４
千
円
。
葉
山
町
・
大
野

☎
０
９
０
・
４
６
１
９
・
０
４
１
５

☎
０
９
０
・
４
６
１
９
・
０
４
１
５

●
安
心
確
か
な
結
婚
し
ま
せ
ん

●
安
心
確
か
な
結
婚
し
ま
せ
ん

か　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
よ
う
こ
そ

　

ブ
ラ
イ
ダ
ル
よ
う
こ
そ

☎
０
４
６
６
・

０
４
６
６
・
2323
・
３
５
８
８

・
３
５
８
８

●
手
話
講
習
会

●
手
話
講
習
会　

４
月

　

４
月
1111
日
〜
日
〜

来
年
２
月
、

来
年
２
月
、1313
時
半
、

時
半
、4040
回
鎌
倉

回
鎌
倉

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
。無
料（
要
教

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
。無
料（
要
教

本
代
）市
内
在
住

本
代
）市
内
在
住
1515
歳
以
上
。

歳
以
上
。

障
害
福
祉
課
☎

障
害
福
祉
課
☎
6161
・
３
９
７
５

・
３
９
７
５

▼
氏
家
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ

氏
家
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
「
北
斎
と
肉
筆
浮
世
絵
」
展

ン
「
北
斎
と
肉
筆
浮
世
絵
」
展

　

４
月

　

４
月
2121
日
ま
で
鎌
倉
国
宝

日
ま
で
鎌
倉
国
宝

館
。
葛
飾
北
斎
を
中
心
に
歌

館
。
葛
飾
北
斎
を
中
心
に
歌

川
広
重
等
の
肉
筆
浮
世
絵
の

川
広
重
等
の
肉
筆
浮
世
絵
の

名
品
を
展
観
。
４
百
円
。
☎

名
品
を
展
観
。
４
百
円
。
☎

2222
・
０
７
５
３

・
０
７
５
３

▼
川
喜
多
映
画
記
念
館

川
喜
多
映
画
記
念
館

　

▽

　

▽
企
画
展
「
映
画
大
使
川

企
画
展
「
映
画
大
使
川

喜
多
長
政
・
か
し
こ
夫
妻
の

喜
多
長
政
・
か
し
こ
夫
妻
の

軌
跡
」

軌
跡
」
７
月
７
日
ま
で
。
２

７
月
７
日
ま
で
。
２

百
円
。

百
円
。（
４
・
５
面
に
特
集
）

（
４
・
５
面
に
特
集
）

　

▽

　

▽
映
画
映
画
４
月
２
〜
７
日

４
月
２
〜
７
日

「
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ

「
戦
場
の
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ

ス
」
ス
」、６
・
７
日

、６
・
７
日
「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

「
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
，
Ｍ
Ｙ　

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｏ
，
Ｍ
Ｙ　

Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｒ
　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」

　

Ｐ
Ｌ
Ａ
Ｃ
Ｅ
」
、
1616

・
1818
・
1919
・
2121
日
「
未
完
成

「
未
完
成

交
響
楽
」

交
響
楽
」
、
1717
・
1919
・
2020
・

2121
日
「
恐
怖
の
報
酬
」

「
恐
怖
の
報
酬
」
、
2828

・
2929
・
3030
日「
蝶
々
夫
人
」

「
蝶
々
夫
人
」各
千
各
千

円
（
７
日

円
（
７
日
1313
時
半
は
２
本
立

時
半
は
２
本
立

て
で
千
５
百
円
）
６
日
は
小

て
で
千
５
百
円
）
６
日
は
小

山
明
子
さ
ん
の
ト
ー
ク
も
。

山
明
子
さ
ん
の
ト
ー
ク
も
。

千
円
。☎

千
円
。☎
2323
・
２
５
０
０

・
２
５
０
０

▼
寺
宝
特
別
展
示
・
光
明
寺
展

寺
宝
特
別
展
示
・
光
明
寺
展

　

５
月
６
日
ま
で
光
明
寺
開

　

５
月
６
日
ま
で
光
明
寺
開

山
堂
。
當
麻
曼
荼
羅
縁
起
絵

山
堂
。
當
麻
曼
荼
羅
縁
起
絵

巻
写
本
二
巻
、
浄
土
八
祖
図

巻
写
本
二
巻
、
浄
土
八
祖
図

八
幅
な
ど
。
３
百
円
。

八
幅
な
ど
。
３
百
円
。

　

▽

　

▽
山
門
楼
上
特
別
公
開　

山
門
楼
上
特
別
公
開　

５
百
円
☎

５
百
円
☎
2222
・
０
６
０
３

・
０
６
０
３

▼
特
別
展
「
巨
星
・
松
本
清
張
」

特
別
展
「
巨
星
・
松
本
清
張
」

　

５
月

　

５
月
1212
日
ま
で
神
奈
川
近

日
ま
で
神
奈
川
近

代
文
学
館
。
戦
後
日
本
を
代

代
文
学
館
。
戦
後
日
本
を
代

表
す
る
作
家
・
松
本
清
張
の

表
す
る
作
家
・
松
本
清
張
の

原
稿
や
遺
品
を
紹
介
。
６
百

原
稿
や
遺
品
を
紹
介
。
６
百

▼
県
立
近
代
美
術
館
葉

県
立
近
代
美
術
館
葉

山
の
展
示

山
の
展
示

　

４
月
６
日
〜
６
月

　

４
月
６
日
〜
６
月
2323
日

▽
ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ポ
ス
タ
ー
展

ポ
ー
ラ
ン
ド
・
ポ
ス
タ
ー
展

　

日
本
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
交

　

日
本
・
ポ
ー
ラ
ン
ド
国
交

樹
立
１
０
０
年
記
念

樹
立
１
０
０
年
記
念
1414
作
家
作
家

１
７
６
点
を
展
覧
。
千
円
。

１
７
６
点
を
展
覧
。
千
円
。

▽
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
彫
刻

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
展
「
彫
刻

の
あ
る
風
景
」

の
あ
る
風
景
」
野
外
彫
刻
を

野
外
彫
刻
を

深
く
楽
し
む
。
２
５
０
円
☎

深
く
楽
し
む
。
２
５
０
円
☎

０
４
６
・
８
７
５
・
２
８
０
０

０
４
６
・
８
７
５
・
２
８
０
０

▼
鎌
倉
・
京
都　

桜
を
巡

鎌
倉
・
京
都　

桜
を
巡

る
―
高
柳
英
麿
写
真
展

る
―
高
柳
英
麿
写
真
展

　

４
月
７
日
ま
で
カ
ト
レ
ヤ

　

４
月
７
日
ま
で
カ
ト
レ
ヤ

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
鎌
倉
駅
東

ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
鎌
倉
駅
東

口
）。桐
ケ
谷
桜
・
玉
縄
桜
な

口
）。桐
ケ
谷
桜
・
玉
縄
桜
な

ど
。無
料
。▽

ど
。無
料
。▽
桜
の
講
演
会　

桜
の
講
演
会　

４
月
３
日

４
月
３
日
1414
時
大
船
フ
ラ
ワ

時
大
船
フ
ラ
ワ

ー
セ
ン
タ
ー
。
高
橋
央
尚
さ

ー
セ
ン
タ
ー
。
高
橋
央
尚
さ

ん
と
桜
を
通
し
て
京
都
と
の

ん
と
桜
を
通
し
て
京
都
と
の

交
流
な
ど
を
学
び
鎌
倉
の
街

交
流
な
ど
を
学
び
鎌
倉
の
街

づ
く
り
を
考
え
る
。
無
料
。

づ
く
り
を
考
え
る
。
無
料
。

入
園
料
４
百
円
。か
ま
く
ら

入
園
料
４
百
円
。か
ま
く
ら

桜
の
会
☎

桜
の
会
☎
2323
・
２
５
３
０

・
２
５
３
０

▼
喜
寿
記
念
・
文
人
画
家

喜
寿
記
念
・
文
人
画
家

・
琅
玕
居　

西
松
凌
波
展

・
琅
玕
居　

西
松
凌
波
展

　

４
月

　

４
月
1616
〜
2626
日G

allery
G
allery

ジ
・
ア
ー
ス
（
鎌
倉
市
雪
ノ

ジ
・
ア
ー
ス
（
鎌
倉
市
雪
ノ

下
１
・
６
・

下
１
・
６
・
2222
）
。
茶
道
や

）
。
茶
道
や

生
花
の
素
養
に
加
え
て
俳
句

生
花
の
素
養
に
加
え
て
俳
句

へ
の
理
解
が
独
特
の
文
人
画

へ
の
理
解
が
独
特
の
文
人
画

の
世
界
を
造
形
。
同
ギ
ャ
ラ

の
世
界
を
造
形
。
同
ギ
ャ
ラ

リ
ー
☎

リ
ー
☎
2525
・
５
２
３
５

・
５
２
３
５

▼
シ
ネ
マ
歌
舞
伎
・
連
獅
子

シ
ネ
マ
歌
舞
伎
・
連
獅
子

　

４
月

　

４
月
2121
日
1414
時
、
鎌
倉
芸

時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
山
田
洋
次
監
督
が
２

術
館
。
山
田
洋
次
監
督
が
２

０
０
７
年
の
中
村
勘
三
郎
・

０
０
７
年
の
中
村
勘
三
郎
・

勘
九
郎
・
七
之
助
親
子
の
舞

勘
九
郎
・
七
之
助
親
子
の
舞

台
を
撮
影
。
同
時
上
映
「
ら

台
を
撮
影
。
同
時
上
映
「
ら

く
だ
」
２
千
百
円
。
同
館
☎

く
だ
」
２
千
百
円
。
同
館
☎

０
１
２
０
・
１
１
９
２
・
４
０

０
１
２
０
・
１
１
９
２
・
４
０

▼
ハ
マ
の
原
点
大
公
開
・
横
浜

ハ
マ
の
原
点
大
公
開
・
横
浜

開
港
１
６
０
年「
横
浜
浮
世
絵
」

開
港
１
６
０
年「
横
浜
浮
世
絵
」

　

４
月

　

４
月
2727
日
〜
６
月

日
〜
６
月
2323
日
神
日
神

奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
。
同

奈
川
県
立
歴
史
博
物
館
。
同

館
と
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料

館
と
川
崎
・
砂
子
の
里
資
料

館
の
所
蔵
作
品
を
中
心
に

館
の
所
蔵
作
品
を
中
心
に

「
横
浜
浮
世
絵
」
を
紹
介
。

「
横
浜
浮
世
絵
」
を
紹
介
。

７
百
円
。
☎
０
４
５

７
百
円
。
☎
０
４
５
･
２
０
２
０

１
･
０
９
２
６

０
９
２
６

▼
観
察
眼
―
湘
南
の
イ

観
察
眼
―
湘
南
の
イ

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が
描

ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
が
描

く
い
き
も
の
と
自
然

く
い
き
も
の
と
自
然

　

４
月

　

４
月
2727
日
〜
６
月

日
〜
６
月
1616
日
藤
日
藤

沢
市
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
。
向

沢
市
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
。
向

田
智
也
・
横
山
寛
多
両
氏
の

田
智
也
・
横
山
寛
多
両
氏
の

絵
本
作
品
や
イ
ラ
ス
ト
画
な

絵
本
作
品
や
イ
ラ
ス
ト
画
な

ど
を
中
心
に
自
然
の
世
界
を

ど
を
中
心
に
自
然
の
世
界
を

紹
介
。
☎
０
４
６
６
・

紹
介
。
☎
０
４
６
６
・
3030
・

１
８
１
６

１
８
１
６

▼
第
5555
回
鎌
倉
書
道
協
会
展

回
鎌
倉
書
道
協
会
展

　

４
月

　

４
月
3030
日
〜
５
月
５
日
鎌

日
〜
５
月
５
日
鎌

倉
芸
術
館
。
会
員
の
漢
字
や

倉
芸
術
館
。
会
員
の
漢
字
や

か
な
の
作
品
約

か
な
の
作
品
約
7070
点
。
点
。

同
会
☎

同
会
☎
2323
・
２
１
０
０

・
２
１
０
０

円
。
▽

円
。
▽
作
家
作
家

・
保
阪
正
康

・
保
阪
正
康

講
演
会
「
松

講
演
会
「
松

本
清
張
史
観

本
清
張
史
観

と
昭
和
史
」

と
昭
和
史
」

４
月
４
月
1313
日
1414

時
▽
時
▽
作
家
・

作
家
・

阿
刀
田
高
講

阿
刀
田
高
講

演
会
「
松
本

演
会
「
松
本

清
張
を
推
理

清
張
を
推
理

す
る
」

す
る
」
2828
日

1414
時
。
各
千

時
。
各
千

円
。
▽

円
。
▽
上
映
上
映

会
「
影
な
き

会
「
影
な
き

声
」
声
」
５
月
５

５
月
５

・
６
日

・
６
日
1313
時

半
、
８
百

半
、
８
百

円
。
☎
０
４

円
。
☎
０
４

５
･
６
２
２

６
２
２

･
６
６
６
６

６
６
６
６

▼
か
ま
く
ら
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ト

か
ま
く
ら
ジ
ュ
ニ
ア
ス
ト

リ
ン
グ
ス
第

リ
ン
グ
ス
第
1010
回
定
期
演
奏
会

回
定
期
演
奏
会

　

４
月

　

４
月
1414
日
1414
時
、
深
沢
学

時
、
深
沢
学

習
セ
ン
タ
ー
。
児
童
・
生
徒

習
セ
ン
タ
ー
。
児
童
・
生
徒

に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン
の
ア
ン

に
よ
る
バ
イ
オ
リ
ン
の
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
。「
千
本
桜
」「
ロ

サ
ン
ブ
ル
。「
千
本
桜
」「
ロ

ン
ド
」
な
ど
。
無
料
。
河
田

ン
ド
」
な
ど
。
無
料
。
河
田

方
☎
方
☎
3232
・
５
５
６
２

・
５
５
６
２

▼
第
3232
回
小
さ
な
小
さ
な
音

回
小
さ
な
小
さ
な
音

楽
会
楽
会

　

４
月

　

４
月
2828
日
1212
時
、
逗
子
文

時
、
逗
子
文

化
プ
ラ
ザ
。
知
的
障
が
い
の

化
プ
ラ
ザ
。
知
的
障
が
い
の

あ
る
子
ど
も
や
若
者
が
ピ
ア

あ
る
子
ど
も
や
若
者
が
ピ
ア

ノ
を
中
心
と
し
た
音
楽
を
と

ノ
を
中
心
と
し
た
音
楽
を
と

も
に
楽
し
む
集
い
。
無
料
。

も
に
楽
し
む
集
い
。
無
料
。

成
田
方
☎
０
４
６
・
８
７
３

成
田
方
☎
０
４
６
・
８
７
３

・
５
４
８
３

・
５
４
８
３

▼
鎌
倉
交
響
楽
団

鎌
倉
交
響
楽
団

第
１
１
３
回
定
期
演
奏
会

第
１
１
３
回
定
期
演
奏
会

　

５
月
６
日

　

５
月
６
日
1313
時
半
、
神
奈

時
半
、
神
奈

川
県
民
ホ
ー
ル
。
ラ
ヴ
ェ
ル

川
県
民
ホ
ー
ル
。
ラ
ヴ
ェ
ル

「
道
化
師
の
朝
の
歌
」
な

「
道
化
師
の
朝
の
歌
」
な

ど
。
千
円
。
同
団
☎

ど
。
千
円
。
同
団
☎
3131
・
４
・
４

３
８
０

３
８
０

▼
Ｌ
・
カ
ン
タ

Ｌ
・
カ
ン
タ

チ
ェ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル

チ
ェ
ロ
・
リ
サ
イ
タ
ル

　

５
月

　

５
月
1212
日
1414
時
、
藤
沢
リ

時
、
藤
沢
リ

ラ
ホ
ー
ル
。
湘
南
モ
ー
ツ
ァ

ラ
ホ
ー
ル
。
湘
南
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
愛
好
会
第
１
７
２
回
例

ル
ト
愛
好
会
第
１
７
２
回
例

会
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
魔

会
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
「
魔

笛
」
変
奏
曲
な
ど
。
４
千

笛
」
変
奏
曲
な
ど
。
４
千

円
。
同
会
☎
０
４
６
・
８
７

円
。
同
会
☎
０
４
６
・
８
７

２
・
１
９
６
３

２
・
１
９
６
３

　

５
月

　

５
月
3131
日
1414
時
、
鎌
倉
芸

時
、
鎌
倉
芸

術
館
。

術
館
。

　

鎌
倉
ゆ
か
り
の
「
さ
く
ら

　

鎌
倉
ゆ
か
り
の
「
さ
く
ら

貝
の
歌
」
作
曲
者

貝
の
歌
」
作
曲
者
･
八
洲
秀

八
洲
秀

章
の
次
男
で
俳
優
の
沢
木
順

章
の
次
男
で
俳
優
の
沢
木
順

さ
ん
が
八
洲
の
歌
を
歌
い
継

さ
ん
が
八
洲
の
歌
を
歌
い
継

ご
う
と
開
い
て
い
る
コ
ン
サ

ご
う
と
開
い
て
い
る
コ
ン
サ

ー
ト
で
、
８
回
目
。

ー
ト
で
、
８
回
目
。

　

「
さ
く
ら
貝
の
歌
」「
あ

　

「
さ
く
ら
貝
の
歌
」「
あ

ざ
み
の
歌
」
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ざ
み
の
歌
」
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
の
名
曲
を
、
沢
木
順
、
吉

ル
の
名
曲
を
、
沢
木
順
、
吉

岡
小
鼓
音
、伊
東
え
り
、松
村

岡
小
鼓
音
、伊
東
え
り
、松
村

美
和
子
さ
ん
ら
と
、
す
ず
か

美
和
子
さ
ん
ら
と
、
す
ず
か

け
児
童
合
唱
団
、
大
庭
山
賊

け
児
童
合
唱
団
、
大
庭
山
賊

男
星
合
唱
隊
が
熱
唱
す
る
。

男
星
合
唱
隊
が
熱
唱
す
る
。

　

２
９
０
０
円
。
オ
フ
ィ
ス

　

２
９
０
０
円
。
オ
フ
ィ
ス

サ
ワ
キ
☎

サ
ワ
キ
☎
4444
・
４
４
０
１

・
４
４
０
１

▼
第
1313
回
鎌
倉
同
人
会

回
鎌
倉
同
人
会

講
座
「
鎌
倉
の
サ
ク
ラ
」

講
座
「
鎌
倉
の
サ
ク
ラ
」

　

４
月

　

４
月
1313
日
1414
時
、
鎌
倉
婦

時
、
鎌
倉
婦

人
子
供
会
館
。
元
東
京
農
大

人
子
供
会
館
。
元
東
京
農
大

教
授
湯
浅
浩
史
さ
ん
が
鎌
倉

教
授
湯
浅
浩
史
さ
ん
が
鎌
倉

発
祥
の
サ
ク
ラ
を
解
説
。
桐

発
祥
の
サ
ク
ラ
を
解
説
。
桐

ケ
谷
桜
の
鑑
賞
も
。
千
円
。

ケ
谷
桜
の
鑑
賞
も
。
千
円
。

要
申
込
。
同
会
谷
口
方
☎
０

要
申
込
。
同
会
谷
口
方
☎
０

９
０
・
５
３
２
５
・
４
５
８
６

９
０
・
５
３
２
５
・
４
５
８
６

▼
鎌
倉
防
災
を
考
え
る

鎌
倉
防
災
を
考
え
る

会
・
特
別
防
災
講
演
会

会
・
特
別
防
災
講
演
会

　

４
月
６
日

　

４
月
６
日
1414
時
、
鎌
倉
芸

時
、
鎌
倉
芸

術
館
。
東
大
大
学
院
廣
井
悠

術
館
。
東
大
大
学
院
廣
井
悠

准
教
授
の
「
自
分
も
避
難
し

准
教
授
の
「
自
分
も
避
難
し

つ
つ
、
観
光
客
も
避
難
さ
せ

つ
つ
、
観
光
客
も
避
難
さ
せ

る
」
と
、
日
本
財
団
ア
ド
バ

る
」
と
、
日
本
財
団
ア
ド
バ

イ
ザ
ー
の
黒
澤
司
さ
ん
の

イ
ザ
ー
の
黒
澤
司
さ
ん
の

「
過
去
の
大
災
害
か
ら
学
ぶ

「
過
去
の
大
災
害
か
ら
学
ぶ

地
域
防
災
」
の
講
演
。
無

地
域
防
災
」
の
講
演
。
無

料
。
草
間
方
☎
０
８
０
・
４

料
。
草
間
方
☎
０
８
０
・
４

１
９
２
・
８
５
３
１

１
９
２
・
８
５
３
１

▼
鎌
仲
ひ
と
み
が
今
、

鎌
仲
ひ
と
み
が
今
、

伝
え
た
い
こ
と

伝
え
た
い
こ
と

　

４
月
６
日

　

４
月
６
日
1313
時
半
、
鎌
倉

時
半
、
鎌
倉

恩
寵
教
会
。
子
ど
も
た
ち
を

恩
寵
教
会
。
子
ど
も
た
ち
を

被
ば
く
さ
せ
な
い
た
め
の
取

被
ば
く
さ
せ
な
い
た
め
の
取

り
組
み
を
映
像
作
家
が
話

り
組
み
を
映
像
作
家
が
話

す
。
８
百
円
、
小
中
学
生
４

す
。
８
百
円
、
小
中
学
生
４

百
円
。
ぐ
る
ぅ
ぷ
未
来
・
上

百
円
。
ぐ
る
ぅ
ぷ
未
来
・
上

野
方
☎
０
８
０
・
１
１
６
７

野
方
☎
０
８
０
・
１
１
６
７

・
６
６
７
９

・
６
６
７
９

▼
文
章
道
場

文
章
道
場

　

４
月

　

４
月
2727
日
1010
時
、
銀
の
鈴

時
、
銀
の
鈴

社
（
鎌
倉
市
佐
助
１
―

社
（
鎌
倉
市
佐
助
１
―
1010
―

2222
）
。
木
村
文
章
店

）
。
木
村
文
章
店
･
木
村
木
村

吉
貴
さ
ん
が
自
分
史
な
ど
の

吉
貴
さ
ん
が
自
分
史
な
ど
の

書
き
方
を
指
導
。
３
千
円
。

書
き
方
を
指
導
。
３
千
円
。

要
申
込
。
☎

要
申
込
。
☎
6161
・
１
９
３
０

・
１
９
３
０

▼
和
の
つ
ど
い
・
春

和
の
つ
ど
い
・
春

コ
ス
タ
リ
カ
の
奇
跡

コ
ス
タ
リ
カ
の
奇
跡

　

４
月

　

４
月
2727
日
1313
時
、
鎌
倉
商

時
、
鎌
倉
商

工
会
議
所
。
映
画
上
映
と
関

工
会
議
所
。
映
画
上
映
と
関

根
健
次
さ
ん
の
講
演
。
５
百

根
健
次
さ
ん
の
講
演
。
５
百

円
。
平
和
推
進
実
行
委
員
会

円
。
平
和
推
進
実
行
委
員
会

☎
6161
・
３
８
７
０

・
３
８
７
０
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〈
天
〈
天
〉さ
り
げ
な
く
来
て
初
蝶
と
な
り
に
け
り

さ
り
げ
な
く
来
て
初
蝶
と
な
り
に
け
り

 

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

金
沢
区　

岩
澤　

正
春

　

い
か
に
も
今
年
初
め
て
見
る
蝶
ら
し
く
す
ぐ
に
去
っ
て
行
っ
て

　

い
か
に
も
今
年
初
め
て
見
る
蝶
ら
し
く
す
ぐ
に
去
っ
て
行
っ
て

し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。

し
ま
い
そ
う
で
あ
る
。

〈
地
〈
地
〉蝌
蚪
生
る
朝
日
さ
ざ
め
く
ひ
と
と
こ
ろ

蝌
蚪
生
る
朝
日
さ
ざ
め
く
ひ
と
と
こ
ろ

 

逗
子
市　

塩
谷
あ
い
子

逗
子
市　

塩
谷
あ
い
子

　

蝌
蚪
が
生
ま
れ
る
日
の
朝
日
の
気
持
ち
を
作
者
が
よ
く
知
っ
て

　

蝌
蚪
が
生
ま
れ
る
日
の
朝
日
の
気
持
ち
を
作
者
が
よ
く
知
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。

い
る
と
こ
ろ
が
面
白
い
。

〈
人
〈
人
〉紅
梅
や
百
年
を
越
す
父

紅
梅
や
百
年
を
越
す
父
祖
の
家
の
家 

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

本
鵠
沼　

森
田　

順
子

　

白
梅
で
は
印
象
が
薄
れ
る
の
で
紅
梅
と
し
て

　

白
梅
で
は
印
象
が
薄
れ
る
の
で
紅
梅
と
し
て
写
実
の
中
で
の
臨

実
の
中
で
の
臨

場
感
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

場
感
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

蕗
の
薹
わ
ず
か
に
残
る
谷
戸
の
畦

蕗
の
薹
わ
ず
か
に
残
る
谷
戸
の
畦 

腰
越　

松
原　
　

薫

腰
越　

松
原　
　

薫

　

少
し
づ
つ
春
に
な
っ
て
行
く
時
の
流
れ
を
う
ま
く
捉
え
た
。

　

少
し
づ
つ
春
に
な
っ
て
行
く
時
の
流
れ
を
う
ま
く
捉
え
た
。

五
六
人
拾
ひ
て
春
の
バ
ス
発
ち
ぬ

五
六
人
拾
ひ
て
春
の
バ
ス
発
ち
ぬ 

植
木　

風
見　

玲
子

植
木　

風
見　

玲
子

春
の
バ
ス
だ
け
で
長
閑
で
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
が
感
じ
ら
れ
た
。

春
の
バ
ス
だ
け
で
長
閑
で
ゆ
っ
た
り
し
た
時
間
が
感
じ
ら
れ
た
。

た
ぐ
り
き
れ
ぬ
昭
和
平
成
春
惜
し
む

た
ぐ
り
き
れ
ぬ
昭
和
平
成
春
惜
し
む 

川
名　

槇
野
あ
さ
子

川
名　

槇
野
あ
さ
子

　

時
代
と
共
に
春
も
惜
し
む
と
こ
ろ
に
風
情
が
あ
っ
た
。

　

時
代
と
共
に
春
も
惜
し
む
と
こ
ろ
に
風
情
が
あ
っ
た
。

遠
富
士
の
見
え
る
菜
園
茎
立
す

遠
富
士
の
見
え
る
菜
園
茎
立
す 

大
船　

添
田　

洋
子

大
船　

添
田　

洋
子

雨
の
日
や
か
ら
く
れ
な
い
の
落
ち
椿

雨
の
日
や
か
ら
く
れ
な
い
の
落
ち
椿 

笛
田　

上
田　

満
喜

笛
田　

上
田　

満
喜

春
宵
の
沈
ま
ん
と
す
る
大
日
輪

春
宵
の
沈
ま
ん
と
す
る
大
日
輪 

手
広　

高
口　

道
宏

手
広　

高
口　

道
宏

冴
返
る
連
山
富
士
を
暮
れ
残
す

冴
返
る
連
山
富
士
を
暮
れ
残
す 

鵠
沼
桜
が
岡　

一
色
千
穂
子

鵠
沼
桜
が
岡　

一
色
千
穂
子

路
地
に
干
す
拾
い
若
布
に
み
ど
り
か
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け
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せ
り 

逗
子
市　

佐
藤　

信
子
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子
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今
泉　

小
林
刀
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し
心
地
の
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美
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を
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目
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一
男
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木
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一
男

時
計
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て
帰
る
日
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か
な
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計
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る
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か
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文
子
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子
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選
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士　

選
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静
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す
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よ
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に
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小
笹
岐
美
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笹
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一
瞬
の
感
性
的
把
握
が
優
れ
て
い
る
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一
瞬
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感
性
的
把
握
が
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く
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わ
る
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も
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も
の
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や
か
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ち
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す
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う
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山
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の
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漂
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逝
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の
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江
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に
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ま

駅
に
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自
転
車
に
手
を
振
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ぶ
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一
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子

鵠
沼
桜
が
岡　

一
色
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穂
子

ま
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の
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に
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さ
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木
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子

榛
の
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の
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に
垂
る
る
花
房
を
か
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か
に
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ら
す
立
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の
月

榛
の
木
の
梢
に
垂
る
る
花
房
を
か
す
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ら
す
立
待
ち
の
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石
川　

詔
子

津　

石
川　

詔
子

ラ
ジ
カ
セ
の
「
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」
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と
よ
ぎ
る

ラ
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セ
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「
北
の
旅
人
」
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ぎ
る
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に
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の
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こ
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八
番
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の
裕
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の
う
た
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の
う
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岡
本　

鳴
海　

紀
政

岡
本　

鳴
海　

紀
政

●むくみむくみ　人間の体重の約70％は水分で、それが障害さ　人間の体重の約70％は水分で、それが障害さ
れるとむくみが起こる。病気がなくても、過労･睡眠不れるとむくみが起こる。病気がなくても、過労･睡眠不
足･運動不足･月経時や妊娠時､長時間乗り物に乗って足･運動不足･月経時や妊娠時､長時間乗り物に乗って
足がむくむことは日常よく経験することです。病気によ足がむくむことは日常よく経験することです。病気によ
るむくみには､何らかの基礎疾患のあることが多い。るむくみには､何らかの基礎疾患のあることが多い。
　▽　▽腎性浮腫 腎性浮腫 血尿とともに顔面･まぶた･全身へと拡が血尿とともに顔面･まぶた･全身へと拡が
る。▽る。▽心性浮腫心性浮腫うっ血心不全など､夕方､下腿(膝よりうっ血心不全など､夕方､下腿(膝より
下)に強く出現。▽下)に強く出現。▽肝性浮腫 肝性浮腫 下腿のむくみに加え、腹水下腿のむくみに加え、腹水
が起こる。▽が起こる。▽内分泌性浮腫 内分泌性浮腫 甲状腺機能低下症などは指甲状腺機能低下症などは指
で押してもへこまない。▽で押してもへこまない。▽突発性浮腫 突発性浮腫 原因不明のむく原因不明のむく
み、肥満傾向の女性に多く､下肢を中心に出現する。み、肥満傾向の女性に多く､下肢を中心に出現する。

鎌倉　おすすめ　オステオパシー鎌倉　おすすめ　オステオパシー　で検索で検索

外反母趾と体の痛み外反母趾と体の痛み

マザーハンド整体矯正院マザーハンド整体矯正院
要予約　月曜定休　10～19時要予約　月曜定休　10～19時

鎌倉市扇ガ谷１―13―51　☎0467・23・8166鎌倉市扇ガ谷１―13―51　☎0467・23・8166

第61回鎌倉まつり
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ぐ
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さ
く
ら
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ー
ト

「
さ
く
ら
貝
の
歌
」コ
ン
サ
ー
ト

鎌倉市中央図書館（２月分）鎌倉市中央図書館（２月分）
購入新図書のリスト抄購入新図書のリスト抄

酔余美人図酔余美人図

沢木順さん沢木順さん

ヨ
ゼ
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チ
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ク
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ュ
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ク
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撮
影
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市
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撮
影
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以

２０１９年（平成３１年）４月１日 第481号 1部　108円 （６）


